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１．はじめに 

 鹿児島東西道路は，高規格幹線道路の結節点であ

る鹿児島 IC と鹿児島市中心市街地および鹿児島港

を結び，アクセス機能強化と都市交通円滑化・交通

混雑緩和を目的とした延長約 3.4km の自動車専用

道路である．このうち本工事は，九州地方で初めて

となるシールド工法による道路トンネルで，シール

ド外径 11.34m の土圧式シールド機でシラス地盤を

約 2.3km 掘進するものである．主要幹線道路である

一般国道 3 号（中洲通線）に発進基地を配置するこ

とから，資機材搬入用の発進立坑開口は幅 19.2m×

長さ 5.8m に制限され，シールド発進立坑と開口がず

れた配置となる（図 2）．このため，立坑下にシール

ド機を組み立てる際は，立坑内での回転および横移

動が必要となる．本稿では，総質量 1400t のシール

ド機を同一ルートで 20 回程度移動することを考慮

して，エアキャスターを利用したシールド機の移動・

組立を計画したので報告する． 

 

２．シールド機組立手順 

シールド機の組立は，地上で前胴，後胴の 2ブロックを組み立て，順次，発進立坑下に投入して所定の位置

まで移動・回転して据え付ける（図 3）．開口が狭隘であるため，シールド機投入時はトンネル進行方向と直角

に降ろし，立坑中心まで横移動の後，立坑下で回転させる． 
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図-3 シールド機組立手順 

図-1 シールド機組立手順 

図-2 発進立坑条件 
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３．シールド機移動方法の検討 

重量物を同一経路で複数回に渡り通過させること，発進立坑が狭隘であること，同一作業の繰返しであるこ

とを考慮して，シールド機の回転・移動で実績のある各種方法を比較した（表 1）．この結果，経済性には劣る

ものの，段取りの容易さ，摩擦係数の低さ，繰り返し作業における損傷の有無を重視しエアキャスターを選定

した． 

 

 

４．エアキャスターの概要と仕様 

 エアキャスターの作動モデルを図 4 に示す．本工事では，マシ

ン形状及び重量バランスを基にエアキャスターに作用する荷重

を計算し配置を決定した．最大重量(マシン 1400t+受台

100t=1500t)でのエアキャスター配置を図 5 に示す． 

 エアキャスターの配置を決定するにあたり，荷重の分散に着目

し解析を行った．当初受台下部に重心振り分けでエアキャスター

を配置し解析をおこなったが，内側のエアキャスターに荷重がか

からない結果となったため，図５断面図記載の補強桁(緑着色部)

を追加した．結果エアキャスターへ許容内での荷重分散を行うこ

とができた． 

 

５．おわりに 

 令和 4年 3 月よりシールド機の組立を開始し，5 月よりエアキャスターを用いた横移動・回転を実施する予

定である．本計画によるシールド機の組立実績については，完了後に別途，報告する予定である．本書が今後

の類似施工での計画の一助になれば幸甚である． 

表-1 シールド機移動方法比較表 

図-4 エアキャスター作動原理 

図-5 エアキャスター配置図 
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